
金
滞
古
蹟
志
巻
八

所
品
川
絶
何
.
試
問
邑来
時
-
如
v
針
ν
問
。
不
ν
知
身
既
在
醐
平
安
~
可
v
知
怒
.叉

臨

r
茶
式
於
千
{一市出
E
4
而
自
民円
出
共
門
プ
余
家
今
磁
昌也
能
所
ν
製
茶
乙
)

把

Z
。
平
吹
按
宇
る
民
、
直
能
は
延
寅
三
年
に
夜
す
。
三
男
六
女
あ

り
。
長
男
芭
長
七
兵
衛
と
稲
し
‘
遺
跡
を
縫
吉
‘
遺
知
千
五
百
石

を
脇
は
り
、
歩
頭
馬
狙
組
問
銑
公
事
場
移
行
を
勤
め
、
定
帯
顕
K
至

り
‘
致
仕
し
て
老
名
を
タ
庵
と
精
し
.
平
保
十
七
年
八
す
五
歳
陀
て

渡
す
。
問
男
問
女
あ
り
。
長
男
装
九
兵
衛
と
絡
し
.
遺
知
相
続
、
貧

馬
三
年
七
卜
六
裁
に
て
回
目
す
。
二
男
二
女
あ
り
。
長
男
芭
閉
山
治
友
街

門
と

mし
、
明
和
九
年
凹
十
五
践
に
て
探
す
。
一
見
一
女
あ
り
。
-

男
直
温
初
め
留
之
助
と
総
し
、
後
哲
γ
ん
邸
と
改
稿
す
。
務
窓
会
の
近

侍
を
勤
め
、
度
々
谷
主
家
り
、
家
品
開
減
少
五
百
石
と
た
り
‘
後
二
百

石
川
忠
大
小
姓
組
と
な
り
‘
W
A
政
二
年
不
行
放
に
依
っ
て
二
百
石
減

少
・
五
百
布
と
た
り
た
り
。

A
A
よ
り
後
際
世
子
孫
辿
紛
し
て
、
直
間
以

以
来
朝
鮮
人
の
血
統
連
続
す
と
い
へ
ど
も
、
家
勢
は
税
劣
れ
り
。
然

り
と
い
へ
ど
も
疫
に
朝
鮮
闘
よ
り
渡
来
せ
し
人
々
多
き
中
に
も
、
脇

間
氏
は
名
家
に
て
、
殊
陀
直
覧
直
能
直
長
の
三
代
は
文
武
鍛
仰
の

士
な
り
と
い
ふ
べ
し
。

。
濁

零

串

邸

献
す
。
元
称
六
年
士
般
に
.
板
津
櫛
之
助
小
じ
ゅ
り
谷
の
下
脇
聞
九

兵
衛
向
と
あ
り
。
平
保
九
年
士
艇
に
は
.
大
小
将
組
凶
百
石
援
体
臨
刊

百
小
将
町
と
紋
せ
た
り
。
按
4
y
る
に
、
延
貨
の
凶
K
.
板
津
揃
依
邸

地
の
向
う
は
不
破
嫡
十
郎
等
の
居
邸
た
る
よ
し
見
ゅ
。
文
政
の
金
融
伸

聞
に
、
不
破
氏
の
肉
は
明
地
と
す
。
根
津
氏
断
絶
の
後
盆
地
と
な
り

た
り
け
ん
。

O
桓

添

民
俗

賭
土
系
総
花
、
板
津
氏
主
服
せ
た
り
。
元
副
肌
を
板
津
了
甫
と
一
民
ム
。

利
長
卿
被
』召
出
三
百
石
を
賜
ふ
。
三
子
あ
り
。
長
男
主
左
兵
衛
と

-z

ひ
司
三
百
石
川
刷
は
り
、
品
口
訴
苓
市
川
坤
K
豆
り
・
一
万
株
年
中
幼
少
に
付

吉
三
の
一
相
鎖
、
早
枇
断
絶
す
。
二
回
目
は
八
兵
術
と
云
ひ
、
四
百
石

賜
は
り
、
赴
も
品
目
孫
総
之
助
に
至
り
、
享
係
十
七
年
三
の
一
相
絞
.

m
T
世
断
絶
す
。
三
児
は
白
聞
に
て
絞
体
検
校
と
云
ひ
‘
光
尚
宏
の
時

十
人
扶
持
を
脇
は
り
奉
仕
し
‘
延
賀
七
年
間
悶
す
。
本
多
政
長
の
家
士

戸
水
某
の
二
附
伯
作
左
街
門
と
云
ム
E
嗣
子
と
し
‘
跡
相
絞
せ
し
か
ど

享
保
五
年
宛
し
て
跡
断
絶
し
・
途
陀
叡
津
氏
磁
ら
千
絶
え
た
り
。
立

文
二
年
じ
月
雨
皮
の
由
緒
阪
を
見
る
に
、
板
津
八
兵
術
の
山
肌
父
板
津

小
三
郎
入
滋
了
心
.
先
組
以
来
代
々
加
質
問
土
消
之
者
に
而
、
小
三

金
源
古
蹴
志
品
世
八

四

脇
間
二
代
九
兵
衛
直
能
は
千
円
示
室
の
川
弟
陀
て
‘
茶
人
な
り
し
ゅ
ゑ

民
、
邸
内
小
尻
谷
の
傍
な
る
が
け
へ
か
け
‘
築
山
・
泉
水
な
ど
の
露
地

を
浩
り
、
茶
室
主
建
て
混
雲
亭
と
名
付
け
た
り
。
共
の
地
景
甚
だ
見

都
民
て
古
木
生
茂
り
、
脊
石
脊
燥
そ
び
え
、
訓
酬
な
ど
も
あ
り
て
世
人

之
を
筑
獄
す
。
古
木
多
宮
中
陀
も
.
楓
は
背
高
尾
よ
り
取
寄
せ
た
り

と
て
‘
一
抱
徐
の
老
木
四
十
体
脚
本
あ
り
と
。
怒
仰
に
云
ム
。
此
の
露
地

は
二
代
九
兵
術
の
時
千
宗
室
の
指
闘
陀
て
遊
ら
せ
た
る
た
り
と
。
按

宇
る
花
、
前
期
総
…
蕊
風
維
に
紋
せ
た
る
九
兵
衛
芭
能
仰
に
、
鋭
旦
先

生
旗
雲
市
陀
俳
び
け
る
時
の
符
K
・
竹
紛
連
司一岩
帥
自
↓
軒
高
・情叩
u
水
源
ベ

飛
泉
陰
申
告
涜
・
高
扮
納
雲
翻
・
と
木
下
似
庖
が
作
れ
る
静
詩
陀
て
も

燭
中
の
風
景
知
ら
れ
け
り
。
h
M

も
ふ
に
此
の
闘
地
は
延
貨
の
金
調
陣
闘

に
紙
せ
た
る
脇
削
九
兵
術
酬州
地
と
あ
る
地
な
る
べ
し
。
共
の
地
は
前

田
制
の
闘
に
見
ゆ
る
如
〈
.
九
兵
術
邸
地
の
稽
き
註
る
小
尻
谷
の
が
け

地
た
り
。
さ
て
右
隊
亭
の
閑
地
明
治
六
年
十
一
月
脇
剛
氏
居
宅
資
却

の
時
悉
く
取
桃
ひ
、
今
は
共
の
遺
跡
も
磁
ら
十
、
悉
く
閉
由
同
と
は
な

り
た
り
。

O
板
薄
梅
佐
醤
邸

延
貨
の
金
探
聞
に
、
脇
悶
九
兵
術
の
向
町
右
角
を
ば
板
津
櫛
佐
と
紀

郎
は
越
後
景
勝
に
仕
へ
彼
地
に
慌
在
・父
板
津
了
市
は
、瑞
飽
公
初
而

加
賀
御
入
園
の
時
分
被
=召
出
-知
行
二
百
石
被
ν
下
、
院
長
十
八
年
死

去
。
板
津
八
兵
術
は
.微
妙
公
寛
永
二
年
被
一言
尚
三
百
石
被
ν
下
、
共

後
二
百
石
御
加
増
‘
都
合
凶
百
石
拝
領
。
兄
板
津
検
校
、甥
御
小
姓
奥

仮
津
兵
助
、
せ
が
れ
叡
津
猪
之
助
と
あ
り
。
右
板
祐
氏
は
加
賀
闘
能
美

都
板
泳
郷
を
所
領
せ
し
地
問
の
古
川
孫
に
て
、
貧
民
放
図
土
著
の
士

也
。
校
体
氏
は
官
根
・
林
な
ど
の
同
政
に
て
.
骨格
山
サ
分
脈
大
系
聞
に
.

林
加
賀
介
成
家
子
叡
津
介
成
長
。
共
子
絞
泳
三
郎
長
向
。
共
子
板
津

小
三
郎
家
景
。
承
久
三
年
箆
一議
網
司
被
討
m
帯
。
出
拡
景
弟
長
定
R
M
制。

と
あ
り
。
能
美
郡
名
制
叫
誌
陀
云
ム
。
官
樫
介
の
一
族
石
川
部
林
郷
陀

林
大
夫
成
家
と
い
ふ
る
り
。
北
ハ
の
子
成
景
と
い
ふ
人
能
美
郡
板
品
作
郷

に
来
佐
し
、
板
津
介
と
栴
す
。
子
孫
板
津
三
郎
景
前
向
小
三
郎
家
景

と
て
三
代
居
住
す
と
時
代
鮮
か
友
ら
，
?
と
い
へ
ど
も
、
源
平
合
磁

の
前
後
怠
る
べ
し
と
。
又
小
松
城
考
K
云
ム
。
年
代
鐙
と
一
耳
ふ
靴
鍛

K
，
い
陀
し
へ
小
松
披
陀
以
建
九
郎
居
す
と
あ
り
。
按
A
Y
る
に
‘
以
建

は
板
津
の
誤
な
る
べ
し
と
。
小
松
は
卸
ち
板
津
の
郷
内
と
す
。
さ
て

板
祢
検
絞
は
回
世
本
微
妙
公
夜
話
鈴
に
、
防
脱
会
御
利
純
後
は
何
事
K

寄
ら
宇
目
録
に
て
小
松
へ
御
伺
ひ
被
ν
成
た
り
。
御
伎
は
必
宇
検
校
共

11. 




